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６．実施経過： 
 兵庫県立大学高度産業技術研究所の電子蓄積リング「NewSUBARU」を用い、蓄積された 1GeV のエネ
ルギーを持つ電子ビームに正面からレーザー光を照射し、電子とレーザー光の光子にコンプトン散乱
させ光子を電子で反跳することにより数MeVから数十MeVのガンマ線をうるLCSガンマ線源を用いる。
このガンマ線源は新世代のガンマ線源で、準単色、エネルギー可変、高強度、高エミッタンス、低バ
ックグラウンド、高偏光率など様々な特徴を持ち、世界的にも競争力の高いガンマ線源である。 
 
７．研究成果： 
(a)励起状態にある原子核がγ線を放出して脱励起する過程を明らかにした。炭素１２をはじめとする
原子核は 12C(ν,ν’)反応とそれに続く脱励起過程を利用してニュートリノの飛来を検出するための物
質として用いることが期待されている。しかしながら、粒子崩壊閾値より励起エネルギーが高い場合、
γ崩壊と粒子放出崩壊の競合が起こるが、その分岐比が明らかでないため検出精度に誤差が伴ってい
た。そこで本研究では粒子崩壊閾値よりも高い励起エネルギー炭素１２を励起しこの状態からのガン
マ崩壊を測定し、γ崩壊の分岐比を明らかにした。 
(b)炭素１２の励起状態には４He原子核の構造を持つ４核子クラスターが炭素１２原子核を構成する状
態（アルファクラスター状態）が存在することはよく知られている。一方、それ以上の重い核でも理
論的にはそのようなクラスター構造の存在が予想されが、実験的にはほとんど明らかになっていない。
そこでα粒子の非弾性散乱を高分解能で測定し、励起状態からの粒子崩壊を測定し、アルファクラス
ター状態を探索する実験を行った。 
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